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(57)【要約】
本発明は、既存の一体型インプラントの解決できない更
なる問題である審美的な問題を解決するために、審美的
なオーダーメイド型補綴物を付着した後、審美的なオー
ダーメイド型補綴物に最終補綴物を装着できるようにし
た骨内埋入部、歯茎貫通部及び補綴付着部が一体に形成
された一体型インプラントに関し、下部に一体に備えら
れ、歯槽骨に埋入される骨内埋入部１００と；骨内埋入
部１００の上部に一体型で備えられ、前記歯槽骨を覆っ
ている歯茎８００内に埋め込まれる歯茎貫通部３１０と
；歯茎貫通部３１０の上部に一体に備えられ、技工所で
鋳造したり、ＣＡＤ／ＣＡＭを用いて製作される最終補
綴物７００が付着し得る補綴付着部３３０と；補綴付着
部３３０の上部端面で骨内埋入部の方向に通孔が形成さ
れ、前記の最終補綴物７００を前記通孔の内面に付着で
きるようにした補綴物付着中央ホール５００と；を含む
ことを特徴とする一体型インプラント。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下部に一体に備えられ、歯槽骨に埋入される骨内埋入部（１００）と；
骨内埋入部（１００）の上部に一体型に備えられ、歯槽骨を覆っている歯茎（８００）内
に埋め込まれる歯茎貫通部（３１０）と；
歯茎貫通部（３１０）の上部に一体に備えられ、技工所で鋳造したり、ＣＡＤ／ＣＡＭを
用いて製作される最終補綴物（７００）が付着し得る補綴付着部（３３０）と；
補綴付着部（３３０）の上部端面で骨内埋入部の方向に通孔が形成され、最終補綴物（７
００）を前記通孔の内面に付着できるようにした補綴物付着中央ホール（５００）と；を
含むことを特徴とする一体型インプラント。
【請求項２】
歯茎貫通部（３１０）は、骨内埋入部（１００）の上部に一体に形成されるものであって
、高さは０．３ｍｍ～８ｍｍの範囲内であることを特徴とする、請求項１に記載の一体型
インプラント。
【請求項３】
補綴付着部（３３０）の高さは０．５ｍｍ～３．５ｍｍの範囲であり、補綴付着部の下部
直径から上部に行くほどその直径が小さくなり、補綴付着部の外周面には、一体型インプ
ラントの縦軸を基準にして５゜以上の傾斜が形成されたことを特徴とする、請求項１に記
載の一体型インプラント。
【請求項４】
補綴付着部（３３０）の外周面には、付着面積を広げるためにねじまたは同心円、階段、
波などの多様な形態の凹凸が形成されたことを特徴とする、請求項３に記載の一体型イン
プラント。
【請求項５】
補綴付着部（３３０）の横断面の外部形態は、円、楕円、十字、星或いは多角形などの多
様な形態であることを特徴とする、請求項３に記載の一体型インプラント。
【請求項６】
補綴物付着中央ホール（５００）は、ホールの設置個数が４個以下であり、入口の直径が
底の直径と同じかそれより大きく、１．５ｍｍ～１５ｍｍの深さであり、補綴物付着中央
ホールの入口から補綴物付着部までの直線距離は０．２ｍｍ～３ｍｍの範囲内であること
を特徴とする、請求項１に記載の一体型インプラント。
【請求項７】
補綴物付着中央ホール（５００）の横断面の内部形態は、円、楕円、十字、星或いは多角
形などの多様な形態であることを特徴とする、請求項６に記載の一体型インプラント。
【請求項８】
補綴付着部に１個以上の切開部、回転防止面、回転防止溝が形成され、補綴物の回転を防
止できるようにしたことを特徴とする、請求項４に記載の一体型インプラント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、一体型インプラントに関し、より詳細には、既存の一体型インプラントを歯槽
骨内に埋入した後、補綴治療時に手術部位の周囲歯牙の組み合わせに合わせるために補綴
付着部が口腔内で過度にミーリングされる場合、補綴物が付着する補綴付着部の面積が小
さくなって最終補綴物を付着できないか、最終補綴物が付着しても咬合力によって脱落す
るという短所を有するが、本発明の一体型インプラントでは、口腔内でミーリングをしな
くても周囲歯牙と調和する全ての形態の補綴物が付着し得るように補綴付着部の高さが一
定高さ以下に低くなっており、補綴付着部の上部端面で骨内埋入部の方向に補綴物付着中
央ホールが形成され、補綴付着部と補綴物付着中央ホールに同時に最終補綴物を付着する
ことによって付着面積を増加させ、最終補綴物またはオーダーメイド型補綴物の脱落を防
止できるという長所を有しており、
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【０００２】
既存の一体型インプラントの解決できない更なる問題である審美的な問題を解決するため
にオーダーメイド型補綴物を付着し、審美的な問題を解決できるようにした一体型インプ
ラントに関する。
【背景技術】
【０００３】
　インプラントは、本来、人体の組織が喪失したとき、これを回復させる代置物を意味す
るが、歯科では人工歯牙移植を意味する。
【０００４】
歯牙移植は、喪失した歯牙の歯根の代わりに、人体に拒否反応のないチタンで製作した人
工歯根を歯が抜け出た歯槽骨に移植して癒着させた後、人工歯牙を固定させることによっ
て歯牙の元の機能を回復させる先端施術である。
【０００５】
歯牙移植は古代にも施行されたことがあり、１６世紀～１７世紀には金と象牙で製作した
人工歯牙が開発され、２０世紀初盤には金、銀及びコバルト合金などで製作した金属イン
プラントが開発された。
【０００６】
１９４０年代以後、骨膜下インプラントとチタンブレードインプラントが開発されて大衆
化されたが、これは、寿命が短く、成功率が低かった。
【０００７】
その後、１９８２年にカナダのトロントでスウェーデンのブローネマルク（Ｂｒａｎｅｍ
ａｒｋ）が１５年間研究した骨癒着インプラントを発表した後、成功率が９０％を超えて
世界的に広く大衆化された。
【０００８】
一般の補綴物や義歯の場合、時間が経過すると周囲の歯牙と骨が傷むが、インプラントは
、周囲の歯牙組織が傷むことを防止するという長所を有する。
【０００９】
また、補綴物や義歯の場合、自然歯牙と機能や形状が同一であると共に虫歯が発生しない
ので、半永久的に使用することができる。
【００１０】
しかし、管理を適切に行わないと、プラグや歯石などの発生によって周囲の組織に炎症を
起こし、歯周疾患などを引き起こし得る。
【００１１】
また、材料の価格が高く、手術後から完治まで程度によって３ヶ月～６ヶ月が要される。
【００１２】
既存の一体型インプラントの施術過程は、
【００１３】
一体型インプラントの骨内埋入部を歯槽骨内に埋入する段階；
【００１４】
骨の癒着後、歯茎が治癒されるまで一定期間の間臨時補綴物を付着する段階；
【００１５】
臨時補綴物を除去し、製作される最終補綴物の形態を考慮して補綴付着部を口腔内でミー
リングする段階；
【００１６】
最終補綴物を製作するために印象作業を進める段階；
【００１７】
周囲歯牙の関係によって技工所で鋳造したり、ＣＡＤ／ＣＡＭを用いて最終補綴物を製作
する段階；
【００１８】
最終補綴物を補綴付着部に付着する段階；などの順に既存の一体型インプラントを施術す
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る。
【００１９】
骨内埋入部を歯槽骨に施術する過程も重要であるが、実質的には、最終補綴物を歯科用接
着剤を用いて付着した後、咀嚼力によって脱落しないことから咀嚼機能を正常に行えるよ
うに補綴治療が完了することが最も重要である。
【００２０】
その理由は、一体型インプラントで最終補綴物を付着できないか、付着後の咬合力によっ
て最終補綴物が脱落すると補綴治療後の咀嚼機能が不可能であり、歯槽骨内に埋入された
一体型インプラントを除去し、インプラントを再び埋入しなければならないためである。
【００２１】
一例として、周辺の歯牙が突出した場合、または周辺の歯牙の形状が一側に傾斜しており
、その形態に合う一側に傾斜した形態の最終補綴物を補綴付着部に付着しなければならな
い場合：
【００２２】
歯槽骨に埋入された骨内埋入部軸に比べて周囲の歯牙が過度な傾斜をなすので、周囲歯牙
の組み合わせに合わせて製作される最終補綴物を付着するために、補綴付着部を周囲歯牙
の傾斜に合わせて口腔内で過度にミーリングするしかなく、ミーリングされた形態の補綴
付着部に最終補綴物を歯科用接着剤を用いて付着しても、過度にミーリングされた補綴付
着部の付着面積が小さいことから、咀嚼時に発生する水平圧及び垂直圧によって最終補綴
物が脱落する。
【００２３】
したがって、最終補綴物を付着できないことから咀嚼機能を行えないので、埋入された一
体型インプラントを除去し、インプラントを再び埋入しなければならないという問題を有
している。
【００２４】
他の例として、周囲歯牙の高さとの調和をなすために、高さの低い最終補綴物が補綴付着
部に付着しなければならない場合：
【００２５】
歯槽骨に一体型インプラントの骨内埋入部を埋入した後、骨の癒着が行われると、周囲歯
牙との組み合わせをなすために高さの低い最終補綴物が製作されなければならないので、
補綴付着部の高さを低下させるために口腔内で補綴付着部に対するミーリング作業が行わ
なければならない。
【００２６】
この場合、補綴付着部を口腔内で過度にミーリングすることから補綴付着部の高さが低く
なり、最終補綴物の付着面積が小さくなるので、最終補綴物を付着しにくいか、付着して
も咀嚼時に発生する垂直圧及び水平圧によって最終補綴物が脱落するようになる。
【００２７】
したがって、補綴治療を完成できないので、歯槽骨内に埋入された一体型インプラントを
除去し、インプラントを再び埋入しなければならないという問題を有している。
【００２８】
最後の例として、患者の口腔環境によって歯茎が退縮し（減少し）、金属性歯茎貫通部が
露出して（非審美的な状態）表面が見える場合：
【００２９】
この場合、歯槽骨内に埋入された一体型インプラントを除去し、インプラントを再び埋入
することによって、歯茎貫通部の表面が見える審美的な問題を解決することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３０】
本発明は、口腔内に周囲歯牙との関係によって製作される最終補綴物の形態に合わせて補
綴付着部を口腔内でミーリングしなければならない施術者の不便さ、患者の組織損傷の危
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険性、ミーリングされた補綴付着部の面積が小さいことから最終補綴物を付着できないか
、付着しても咀嚼圧によって最終補綴物が脱落して咀嚼機能を行えないという問題を解消
するために発明されたものであって、次のような目的を有する。
【００３１】
本発明では、補綴付着部をミーリングしていない状態で周囲歯牙との関係に合わせて製作
された多様な形態の最終補綴物が付着し得る構造でなければならなく、付着後には咀嚼圧
によって最終補綴物が脱落しない構造で形成された一体型インプラントを提供することが
、解決しようとする課題及び目的である。
【００３２】
また、患者の口腔環境によって歯茎が退縮し（減少する現象）、金属性歯茎貫通部が露出
する非審美的な問題を解消するために、歯茎貫通部を歯牙色で処理して製作された審美的
なオーダーメイド型補綴物を補綴付着部に付着し得る構造で形成された一体型インプラン
トを提供することが、解決しようとする課題及び目的である。
【課題を解決するための手段】
【００３３】
前記のような目的を達成するための本発明は、次のような構成を有する実施例によって具
現される。
【００３４】
本発明の一体型インプラントは、
【００３５】
下部は歯槽骨８１０内に埋入される骨内埋入部１００と；
【００３６】
骨内埋入部１００の上部に一体型で備えられ、歯槽骨を覆っている歯茎８００内に埋め込
まれる歯茎貫通部３１０と、歯茎貫通部３１０の上部に一体に備えられ、技工所で鋳造し
たりＣＡＤ／ＣＡＭを用いて製作された最終補綴物７００が付着し得る補綴付着部３３０
と；
【００３７】
補綴付着部３３０の上部端面で骨内埋入部の方向に通孔が形成され、最終補綴物７００を
通孔の内面に付着できるようにした補綴物付着中央ホール５００と；を含むことが好まし
い。
【００３８】
そして、歯茎貫通部３１０は、骨内埋入部１００の上部に一体に形成されるものであって
、その高さが０．３ｍｍ～８ｍｍの範囲内であることが好ましく、
【００３９】
補綴付着部３３０の高さが０．５ｍｍ～３．５ｍｍの範囲内であり、補綴付着部の下部直
径から上部に行くほどその直径が小さくなり、補綴付着部３３０の外周面には、一体型イ
ンプラントの縦軸を基準にして５゜以上の傾斜が形成されることが好ましく、
【００４０】
補綴付着部３３０の外周面には、付着面積を広げるためにねじまたは同心円、階段、波な
どの多様な形態で凹凸を設置することができ、補綴付着部３３０の横断面の外部形態は、
円、楕円、十字、星或いは多角形などの多様な形態で構成できることが好ましい。
【００４１】
補綴付着部３３０の上部端面で骨内埋入部１００の方向に通孔が形成される補綴物付着中
央ホール５００の横断面の内部形態は、円、楕円、十字、星或いは多角形などの多様な形
態であり、補綴物付着中央ホールの個数は４個以下であり、入口の直径が底の直径と同じ
かそれより大きく、１．５ｍｍ～１５ｍｍの深さであることが好ましく、補綴物付着中央
ホール５００の入口から補綴付着部３３０の外周面の上部端までの直線距離は、図１０に
示したように、０．２ｍｍ～３ｍｍの範囲内であることが好ましい。
【００４２】
そして、補綴物付着中央ホール５００の形態と補綴付着部３３０の横断面の外部形態が円
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形である場合、付着した最終補綴物７００の回転を防止できるように補綴付着部に１個以
上の切開部、回転防止面または回転防止溝を形成できることが好ましい。
【００４３】
そして、本発明の一体型インプラント施術方法は、
【００４４】
一体型インプラントの骨内埋入部を歯槽骨内に埋入する段階；
【００４５】
骨の癒着後、歯茎が治癒されるまで一定期間の間補綴付着部３３０に臨時補綴物が付着す
る段階；
【００４６】
臨時補綴物を除去した後、最終補綴物を製作するために印象作業を進める段階；
【００４７】
周囲歯牙の関係によって技工所で鋳造したり、ＣＡＤ／ＣＡＭを用いて最終補綴物を製作
する段階；
【００４８】
最終補綴物を補綴付着部と補綴物付着中央ホールに同時に付着する段階；などの順に本発
明の一体型インプラントを施術する。
【発明の効果】
【００４９】
本発明は、上述した構成によって次のような効果を有する。
【００５０】
本発明の一体型インプラントは、補綴付着部３３０が低い高さで形成されており、既存の
一体型インプラント施術術過程とは異なり、補綴付着部を口腔内でミーリングしなくても
よいので、施術時間が短く、口腔内でのミーリング作業中に発生し得る周囲軟組織の損傷
危険を避けることができる。
【００５１】
また、本発明の一体型インプラントは、既存の一体型インプラント施術過程と同様に、口
腔内で過度に補綴付着部をミーリング作業し、補綴付着部の面積が小さくなって最終補綴
物を付着できないか、付着しても咀嚼時に発生する水平圧及び垂直圧によって最終補綴物
が脱落するという短所を防止できる構造を有しているので、既存の一体型インプラント手
術のように補綴治療を完了できないとき、埋入された一体型インプラントを除去し、補綴
治療を完了できるように再びインプラントを埋入しなければならない場合が発生しないの
で、再手術による患者の追加的な損傷を減少させることができ、追加的な経済的負担を避
けることができ、治療期間が短くなる。
【００５２】
また、本発明の一体型インプラントは、患者の歯茎が退縮する場合（減少する場合）、歯
茎貫通部の金属表面が見えるという問題を解決するために、技工所で鋳造したり、ＣＡＤ
／ＣＡＭを用いて製作された歯茎貫通部が歯牙色で処理された審美的なオーダーメイド型
補綴物を付着することができ、審美的に優れた効果があるので、患者により大きな満足感
を与えることができる。
【００５３】
前記のような効果により、本発明の一体型インプラントは、より経済的で、施術時間が短
く、インプラント施術が簡単であり、患者の損傷が少なく、インプラント治療結果に対す
る患者の満足感が高いので、一体型インプラント施術の大衆化を図ることができ、産業的
付加価置を高めるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】従来の一体型インプラントを示した斜視図である。
【図２】本発明に係る一体型インプラントを示した斜視図である。
【図３】本発明に係る一体型インプラントが施術された状態を示した断面図である。
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【図４】周囲歯牙と調和できる多様な形態の最終補綴物を付着した一体型インプラントを
示した図である。
【図５】本発明に係る歯茎の退縮時における審美的な効果を示す状態図である。
【図６】補綴付着部の多様な横断面の外部形態を示す図である。
【図７】補綴物付着中央ホールの多様な横断面の内部形態を示した図である。
【図８】補綴付着部に設置された多様な回転防止構造を示した斜視図である。
【図９】補綴付着部の外周面の多様な形態を示した断面図である。
【図１０】補綴付着部の外周面の上部端までの直線距離を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
　出願人は、以下で、添付の図面を参照して上述した各実施例の構成を詳細に説明する。
【００５６】
本発明の要旨を不要に不明瞭にし得ると判断される公知機能及び構成に対する詳細な説明
は省略する。
【００５７】
本発明の一体型インプラント９００の下部は、歯槽骨８１０に埋入される骨内埋入部１０
０と；
【００５８】
骨内埋入部１００の上部に一体型で備えられ、前記の歯槽骨８１０を覆っている歯茎８０
０内に埋め込まれる歯茎貫通部３１０と；歯茎貫通部３１０の上部に一体に備えられ、技
工所で鋳造したり、ＣＡＤ／ＣＡＭを用いて製作する最終補綴物７００が付着し得る補綴
付着部３３０と；
【００５９】
補綴付着部３３０の上部端面で骨内埋入部の方向に通孔が形成され、最終補綴物７００を
通孔の内面に付着できるようにした中央ホール５００と；を含む。
【００６０】
一体型インプラントの骨内埋入部１００は、歯槽骨８１０内に埋入されて歯牙の根として
の役割をするものであって、外側にねじ山などの凹凸が形成され、手術後に歯槽骨８１０
内からの離脱を防止した。
【００６１】
歯茎貫通部３１０は、骨内埋入部１００の上部に一体に形成されるものであって、高さは
０．３ｍｍ～８ｍｍの範囲内であることが好ましい。
【００６２】
補綴付着部３３０は、歯茎貫通部３１０の上部に一体に形成され、技工所で鋳造したり、
ＣＡＤ／ＣＡＭを用いて製作される最終補綴物７００や審美的オーダーメイド型補綴物７
００を付着できるようにするものである。
【００６３】
補綴付着部３３０の高さは０．５ｍｍ～３．５ｍｍの範囲内であり、歯茎貫通部の上部に
一体に形成された補綴付着部３３０は、補綴付着部の下部直径から上部に行くほどその直
径が小さくなり、補綴付着部３３０の外周面には、一体型インプラント９００の縦軸に対
して５゜以上の傾斜が形成される。
【００６４】
そして、補綴付着部３３０の外周面には、付着面積を広げるためにねじまたは同心円、階
段、波などの多様な形態で凹凸を設置することができ、補綴付着部３３０の横断面の外部
形態は、円、楕円、十字、星或いは多角形などの多様な形態で構成できることが好ましい
。
【００６５】
補綴付着部３３０の上部端面で骨内埋入部の方向に通孔が形成される補綴物付着中央ホー
ルは、横断面の内部形態が円、楕円、十字、星或いは多角形などの多様な形態であり、補
綴物付着中央ホールの個数は４個以下であり、入口の直径が底の直径と同じかそれより大
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補綴付着部３３０の外周面の上部端までの直線距離は、図１０に示したように、０．２ｍ
ｍ～３ｍｍの範囲内であることが好ましい。
【００６６】
そして、補綴物付着中央ホール５００の形態と補綴付着部３３０の横断面の外部形態が円
形である場合、接着した最終補綴物７００の回転を防止できるように補綴付着部に１個以
上の切開部、回転防止面または回転防止溝を形成できることが好ましい。
【００６７】
前記構成による施術過程は次の通りである。
【００６８】
１．一体型インプラントの骨内埋入部を歯槽骨内に埋入する。
【００６９】
２．骨の癒着後、歯茎が治癒されるまで一定期間の間臨時補綴物を付着する。
【００７０】
３．臨時補綴物を除去した後、最終補綴物を製作するために印象作業を進める。
【００７１】
４．周囲の歯牙関係によって技工所で鋳造したり、ＣＡＤ／ＣＡＭを用いて最終補綴物を
製作する。
【００７２】
５．前記製作された最終補綴物を補綴付着部と補綴物付着中央ホールの内面に共に付着す
る。
【００７３】
以上説明した本発明は、上述した実施例及び添付の図面によって限定されるものではなく
、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲内で多様な置換、変形及び変更が可能であるこ
とは、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者にとって明白であろう。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
本発明は、補綴付着部をミーリングしていない状態で周囲歯牙との関係に合わせて製作さ
れた多様な形態の最終補綴物が付着し得る構造でなければならなく、付着後には咀嚼圧に
よって最終補綴物が脱落しない構造で形成された一体型インプラントを提供するものであ
って、産業上の利用可能性を有する。
【符号の説明】
【００７５】
１００：骨内埋入部
３１０：歯茎貫通部　　
３３０：補綴物付着部
５００：中央ホール　　
７００：補綴物
８００：歯茎　　　　　
８１０：歯槽骨
９００：一体型インプラント



(9) JP 2016-531702 A 2016.10.13

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(10) JP 2016-531702 A 2016.10.13

【図８】

【図９】

【図１０】



(11) JP 2016-531702 A 2016.10.13

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2016-531702 A 2016.10.13

10

20

30

40



(13) JP 2016-531702 A 2016.10.13

10

20

30

40



(14) JP 2016-531702 A 2016.10.13

10

20

30

40



(15) JP 2016-531702 A 2016.10.13

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

